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取扱 説明 書 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に 

取 肖 説明 書 を よく お 大 み いた だ き 、 内 容 を 十分 理解 され た 上 で で 使用 くだ さい 。 
る 改良 の た ゆめ 、 デ ザイ ン - 寺 本 一 癌 天 し て いる 電 合 が あり ます 。 で 了 了 く だ さい 
所 の 交 人 は 回 く 鎖 じ ま す 。 


に ご 全 肌 還 に あず お 隊 み くだ さい \ 


安全 の た め 
必ず 叶っ て いた だ く こ と 
人 警 告 : 注 旋 事項 


操作 パネ ル : コ ント ロー ラー 


エク ササ イズ パン ド の 脱着 


ピル 
お 手入れ 法 
故障 か な ? と 思う 前 に 


滞 了 ・ 時 


rr へ tm らら IM 


人 本 製品 の ご 使用 は 、 注 意 を 切 る と 大 変 居 険 で す ! 


宮尾 で 行う トレ ー ニ ング は 、 ち ょ っ と し た 不 注意 で 大 き な 事 閣 に つなが り ま す 。 


本 秋 に 記載 され て いる 内 容 を 守り 、 自 己 の 貢 任 の も と で トレ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 
お 客 様 の 不 注意 に よる いか な る 事故 も 、 弊 社 と し まし て は 一 切 の 貢 年 を 負い か ね ます の で ご ア 了承 
くだ さい 。 


人 床 面 保護 に つい て 


必ず 床 面 保護 マッ ト を 敷く 
人 朋 中 お よび 衝 全 の 用 に は 必ず 
を 人 する 人 必 マ ッ ト を 明 い て くだ さい 
床 材 の 上 で 設 や 保 世 を し た 、 
訂 面 の 計 気 [ 滞 化 マニ ル 着 な ど ) に 
よっ て は 不幸 が 守る 電 合 が あり ます 


敬 告 ・ 注 意 事項 
安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


表明 前 の 告 及 び 注意 内 容 は 、 危 の 度合 よっ て 交 の 2 多層 に 分 け て いま す 。 
家 選 され で いる 内 容 を よく 理 衣 し て いた だ さ 、 取 抽 衣 災 に 従っ た 作法 で 座間 動 を 行っ て くだ さい 。 


記 幸 され て いる 内 容 を ゆら な けれ ば 、 死 や 叙 | 記載 され で いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 ケ ガ や 提 品 
事 衝 が 生 じ る 危 の ある と と を 示し ます 。 が 和夫 す る お それ の ある こと を 示し ます 。 
上 し た を で 人 e 放 し よ す と 、 休 の 抽 に た り ま す 。 


Wicsczb な で く だ Su。 2 を Leu で < な St 
の 寺 


お お 示 に 従い 、 お と なっ て くだ さい 。 (<) 確認 を し て くだ さい 。 


本 書記 表 の 警 千 及 び 注意 事項 を 館 守 され ず に ご 使 必 さ れ て 生じ た いか な る 率 故 に つき まし て も 、 
甘 仁 と し まし て は 、 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 

また 、 本 記載 の 共 千 及び 注意 事項 に 破 当 する と 思わ れる 場合 は 本 製品 の 使用 は せ ず 、 た だ ち に 
祭 社 カス タマ ー サ ービス 寺 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


@ 冬 ペ ー ジ に は 安全 に で 合用 いた だ く た め の 注意 点 も 表札 し て お り ます 。 よ く お 読 みい た だ き 、 記 載 し て 
いる 内 容 を 十分 ご 理解 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 


し 


警告 ・ 注 意 事項 
使用 前 の 警告 ・ 注 意 事項 


本 度 は 衣 外 用 の フィ ッ ト ネ ス 坦 問 で す 。 
学校 ・ ス ポー ツジ ム ・ 他 用 な ど 、 不 特定 半 の 方 
に よる 使用 は し な いで くだ さい - 
また 、 運 入 外 の 目的 で は 使 月 し な いで くだ さい 。 
本 品 は 日 本 国内 で の みお 使い くだ さい 。 
本 は 似 康 の 和 ・ 電 着 を 日 的 と し た 製品 で あり 
人 な 方 を 対象 と し て いま す 。 
次 に 当 する 方 は 本 を 使 過 し な いで くだ さい 
に 当る 方 は に 補 の 上 、 人 用 くだ さい 
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HEHREH 
ee 
人生 誠 に て いる 方 2 

お 子 胡 (16 北 夫 ) は 使用 し な いで くだ さ ! 
91ETBTRTW 
電設 人 
9 に TS を WC て いる が か 6 
凍 IRO 
統計 MEW 
人 2 

小さ な お 子 上 や ペッ ト の いる 娠 所 で の 運動 ・ 保 管 は 
2 

本 補 員 の 体重 制限 は 最大 90 kg で す 。 
1 和 
32 るり 
HB 

補語 の 岳 人 用 時 間 は 最大 1 0 分 で す 。 
HH 


人 
を アガ あの 有 に な りす 
た 、 ご 人 用 人 科 は 本 を 條 ませ て て 


J 還 呈 が 10 て 以下 、 ミ 5 て 以上 の 状 際 で は ど 使用 に な 
⑤ な いで くだ さい - 正常 に 作動 し な く な る お それ が 
あり 、 上 昌 上 な どの 守 化 も 上 め ます 
この 了 抽 午 及 び 保証 は 、 大 切 に 保管 され ます 
よう お 願い し ます - 処 矢 され た 滞 、 再 発行 は お 受 
けし か ね る こと が あり ます 。 


設置 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


人 計 了 に 人 を 邊 や 柱 に ぶつ け な い よう 、 い 介 所 
に 設 村 し て くだ さい 

相 N 日 光 の 当たる 場所 や 浅 気 の 多 場所 前 導 具 の 
く 、 屋外 に は 節 置 し な いで くだ さい 。 隊 電 ・ 澤 
守 ・ 旬 の 原 思 に な り ます 

本体 を 持ち 上 げ る と き は 、 必 ず 休 持ち 手 を 両手 で 
持っ て くだ さい 。 本 伯 ち 手 以外 の 各層 は 持た な い 
で くだ さい 

本体 の 順 人 に は 動作 中 以外 で も 絶対 に 手 や 物 を 入れ 
た り し な いで くだ さい 、 

⑩ 本 上 の 「 放 時 人 用 時 」「 和 動 時 」 に 本 人 に 

S ぐ 


まま 提 な ど を 狼 ま れ な いよ うに で 注 貢 くだ さい 。 
た 、 を 人 する 人 属 マ ッ ト を 負い て くだ さい 。 
が 売 了 する まで は 、 軸 プラ グ を コン セン ト に 
着 入 まな いで くだ さい 。 また 、 本体 を 持ち 上 げた 
り チ る と さ に は め ず 宮 プラ グ を コン セン ト か らち 
いて くい 。 
① 本 付属 の エク ササ イズ バン ド 以 の も の を 取 
けた り し な いで くだ さい 。 また 本 品 を き 馴 も 
し く は 人 びり 外 し た で 人 用 ざれ た 
人 、 還 大 な を 把 と す お それ が あり ます の で 和 
章 に し な いで くだ さい 


は 部 な 光っ て いる こと 、 本 件 に ひび 
な ど 太 引か な いと と を めす 大 記 くだ さい 。 

し 、 郭 R や か ある 次 馬 は 、 お 手数 で す が 
下 カ スク マー サー ビス 天 ま で ご 肖 絡 ください. 

0 は め ず 用 で で 作用 く だ さい 。 野外 や 人 
ベラ ンダ や 盾 下 な どの チリ や ば こり 、、 ペ ッ ト の 
な ど が あい 所 、 尚 な ど 宮 導い 所 、 欠 
近く (< は 抽 時 し な いで くだ さい 。 

本 は 、 呆 友 か し っ か り と し た 水 な 床上 に 
し 、 人 有休 の 系 に も お 
を 仮 玉 す る 付 放 の マッ ト を 午 い て くだ さい 
た 、 寺村 り 上 で 人 用 し 人 た 人 、 打 の 村 殺 ( 和 
人 ニル 明 な ど ) に よっ で は 訂 が 安 所 する 和合 が 
お りす に 計 上 で は 人 用 し な いで くだ さい 。 
人 を 5 えま 

導 了 人大 まな ゲラ つき や ガタ つき が な いて と 
ご 呈 くだ さい 
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警告 ・ 注 意 事項 
使用 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


9 こ 人 前 に は 都度 、 多 部 の 部品 が 完全 に 還 定 され て 
いる こと 、 ハ ンド ル が 内 され て いる と と 、 本体 に 
ちび 固 れ な どの 語 拓 が な いて と 、 エ クサ サイ ズバ ン 
ド に や 清 が な いと と を 必ず で 確 計 く だ さい 」 
人 護り エク ササ イズ バン ド を 使っ た 動 を 行う 前 に 
は 、 パン ド に キズ が な いて と 、 パ ンド が 近 実 に 芽 
され て いる こと を ご 科 認 くだ さい 。 
本 は 1 人 用 で す 。 同 時 に 2 人 以上 で で 使用 に な 
うな いで くだ さい 、 
本 の 人 中 に は 、 同 時 に 季 の 欄 を 全 月 し な い 
で くだ さい 
本 科 生 へ の きき 込み を 防ぐ た め 、 運動 中 は 和 体 の サ 
イズ に あっ た 連動 着 を 世 し (ゆっ た り と 全 補 の 
リオ ぎる 衣 放 は 河 け て くだ さい ) 、 ま また 、 手洗 
の な どの き 込み に で 注意 くだ さい 。 
ピン や ボー ル ペ ン 、 半 人 員 な ど を ポケ ッ ト に 入れ た り 、 
に 基 け た まま で の 層 動 は 対し な いで くだ さい 
本 秋 に 処し て いる 人 用 方法 以 外 で は 使用 し な いで 
くだ さい 。 特に 、 吾 部 に 手動 を 生え る よう な 人 用 は 
し な いで くだ さい 。 体 の 原因 に な り ま す 。 
本 條 の 上 に 立っ た 交替 で 全 用 され る 場合 、 ひ で を 終 
く 身 げ て ご 全 有 くだ さい 。 で ざ を 掛 げ ず に 店 
で 公用 する と 、 隔 が 独 く 扱 れる こと に よる 体 剛 R 
の 匠 に な り ます 。 ま た 、 ひ ざ へ の 負担 も 大 きく な 
り ます 
接 め て ご 合 地 され る 方 、 人 者 方 、 車 に 合い や す 
い 方 は 所 い 吉 屋 か ら 導 生 を 反 め て くだ さい 失 馬 に 
作れ て きた ら 徐 々 に 葉 を あげ て で 公用 くだ さい . 
信康 の た 食後 の 連 了 は 選 け て くだ さい 。 ま 
和食 ・ 吹 業 を し な が ら や 、 狼 光 の 運動 は し な いで 
くだ さい 
体 天 が 優れ な いと き 、 民 気 が ある と は 使 及 しない 
で くだ さい 、 


る の の @ 


の の 


に -】 


る の の @ 


基 、 区 叶 、 心 折 
ん 貞和 の 導入 折 、 そ の 他 届 の 人 

) 本 人 の 和 人 中 は 名 作 バネ ル ・ 押 生玉 の 本 人 に 内 
れ な いで くだ さい 。 また 、 本 全 の 同 に は 動 以 
外 で も 絶対 に 手 や 物 を 入れ た り し な いで くだ さい 、 

必中 の 生 り 旗 リ は し な いで くだ さい 。 必ず 動 
に 青 っ て か ら 作 動 させ て くだ さい また 、 降 リ る 
も 全 上 させ て か ら 陸 リ て くだ さい 

0 合 呈 中 は 振動 画 の 中 心 に 重心 が 来る よう に 左右 才 等 
に 人 衝 を か か る よう し て くだ さい 。 所 び 式 ね た り 
た 尽 記 ちゃ 、 一 に 体重 が か か る よう な アン パラン 
ス な 公選 は し な いで くだ さい 。 攻 や c の 原因 に 
な り ます 

人 中 に 本体 が ガタ つく は ど 科 左 に 光 動 を え 
た り 、 周 還 の 人 が 用 者 や 本 体 を 村 し た リ 引 い 
し な いで くだ さい 。 安定 性 を 舞い 重大 な 事 約 の 
本 に な り ます 


に 所 古 な ど を か け て 名 用 し な いで くだ さい 。 
人 人 の 方 は 小さ な お 子 償 が 机 品 を 傍 具 と し て 人 
月 し な いよ う 二 分 ど 注意 くだ さい , 


人 本 衣 品 を テレ ビ や ラジ オ の 近く で 作動 させ る と 、 テ 
レビ の 画 依 や ラジ オ の 基 声 に ノイ ズ (中 れ ) な 入り 
ます 。 その 隙 に は 、 テ レビ や ラジ オ 又 は それ ら の ア 
シテ ナ か ら 区 れ た 地動 し て くだ さい 。 

人 は 床 箇 に 拍 且 が 伝 わり ます 。 泊 ・ 昌 の 
月 や 、 陣 下 や 財 半 へ の 局 上 を お 怠 い し ます 。 


電動 機器 の 警告 事項 


ーー 本 朗 は AC100V 玩 を 公用 し ます ーー 


お 表 な る コン セン ト や 、 必 な 電 使用 し な | 
いで くだ さい 、 
0 全 時 に は 、 必 ず 次 の 手 原 を ぎっ て くだ さい 。 
本 体 メイ ンス イッ チ が OFF に な っ て いる こと を | 
介する 。 
で 訂 休 に 和 天 コー ド の 本 体側 ブラ グ を しっかり と 
才 
③ コ ン セ ント に 電 台 プラグ を 差し 込む 。 
本 体 メイ ンス イッ チ を ON に する 。 
本 価 の 押 に 長 っ て か ら 作 動 させ る 
人 人 用 終了 時 に は 、 必 ず 次 の 手 隔 を っ て くだ さい 。 
本体 を 儲 上 さ せ て か ら 、 本 條 か ら 夫 り る 。 
本 体 メイ ンス イッ チ を OFF に す る 
ぷ コ ン ャ ント か ら 電 演 プラ グ を 誠 く 。 
本体 か ら 電 湖 コー ド の 本 仲介 プラ グ を 挫 く 。 
人 語 は 1 つの コン セン ト か ら 取 っ て くだ さい 。 溢 数 
の 本 結 を つなげ た タコ 本 翌 は お や めく だ さい 。 
⑩ コード 上 に 本 体 や 御 が 才 ら な いよ うに ご 流 
意 く だ さい 。 また 、 電源 コー ド に スト レス が か か る 
よう な 設 暫 (大 コ 
コ ー ド を 無理 に 遇 げ て し まう よ 
いで くだ さい . 新 線 や ショ ー ト 、 
の 原本 に な り ま す 。 
コン ャ ント か ら 天 プラグ を 抜き 芋 し する と き に | 
は 、 清 れ た 手 で 級 っ た り 、 罰 コー ド を 引っ 至っ た 
り し な いで くだ さい 。 また 、 得 近 コ ー ド や 屋 近 ブラ 
グ が 休ん だ り 、 プ ラグ の 差し 込み お 緩ん だ 前 で 人 
月 し な いで くだ さい 過 析 や ショ ー ト 、 生 電 、 注 
生 、 多 の 原 思 に な り ます 
に 條 動 し な いと き 、 凌 党 を 全 じ た と き は すぐ に | 
ト か ら 電 送 プラ グ を 抜き 、 公 用 を 中 止 し て 


全 有 し な いと き 、 表 が 下り 出し た と き に は 、 家 近 ブ 
ラグ を コン セン ト か ら 皇 いて くさ い 。 
プラグ は 、 定 区 に ほとり な ど を 取り い て く 
い 


警告 ・ 注 意 事項 
お 手入れ ・ 保 管 の 注意 事項 


0 お 手入れ ・ 革 の 名 に は 必ず 本 人 メイ ンス イッ チ を 
り 、 二 プラ グ を コン セン ト か ら 抜い て くだ さ 
い 

本 人 に は 、 特 に ご 注 間 い た だ を た い 内 容 を ラベ ル に 
し て 中 人 け て いま 。 ラ ベル を は が し た リ し な い 
で くだ さい 
や 自分 で 表示 お できない 方 、 取 ・ 
人 人 ラベ ル の 内 宮 か 更衣 で さ な い 方 が お 一 人 本 
に 玖 を し な いよ うに 十分 で 誠 く だ さ 
いい 良 っ た 名 人 は 表 の 同 に な り ます 。 
の 條 和 以 外 の 方 が 本 を 分 上 し た 
り 和 修理 は し な いで くだ さい - や 三 の 拓 
に な り ま す 

⑩ コン トロ ー ラ ー は 、 司 の 表れ に よる 革 を 
る ため 、 胡 (1 上) 人 用 し な い 電 は 
人 を いて 人 全 し て くだ さい 
人 所 は 吉 品 で つま ず が な い 場所 に 生き 、 特 に 
小さ いな 用 に 内 る と と の な いよ う 、 誠に 
て 邊 な ど を 放し て くだ さい 。 
また 、 衣 日光 お 当たる 字 所 や ・ 多 済 な 所 に 
は 介し な いで くだ さい 
サビ や 休み ・ 和 有名 の 


な り ま す 。 


カー、 族 唱 そ の 他 の トラ ブル が 発生 し た 場合 に は 、 
お 手数 で も 界 を カス タマ ー サ ザー ご ス 誠 ま で ご 相 較 く 
だ さい 、 

人 守 品 保管 の 際 も 必ず 、 広 生保 座 す る マッ ト な ど 
大 いて くだ さい 

本 計 呈 を 挟 琵 に わた り 使 局 い た だ く た め 、 定 区 
に 少 れ な ど を 投 き と つて くだ さい 。 ま た 、 洒 れ な が 衝 
は 人 削 の う ので 計 きど っ て て 
だ さい 

で 本 は 、 各 部 に 和合 月 し て いま す の で シン ナチ 
一 や 条 の 強い 流 利 で の 手入れ は お や めく だ さ 
記 

挟 和 ご 人 用 に な られ ます と 、 サ ビ や 耗 に より 邦 
な どの 人 が 坊 こ る 場合 が あり ます 。 
中 上 げ 日 より 1 年間 を 人 ぎ た 拉 品 講和 日 が 人 
に て 確認 で き な い 場合 は 和信 に て 上 人 サ ービス を 
っ て お り ます の で 、 午 社 カ スタ マー サー ビス 旋 ま で 
ご 譜 く だ さい 。 
記 時 され 末 び 人 記さ れる 天 合 は 、 本 守 の 記 
を 凶 の うえ ご 全く だ さい 。 
また 、 長 人 用 され な く と も 、 泊 の れ 及 び サビ の 
外 生 な ど が 予 起 され ます の で 、 林 の 記事 基 を 琴 
明 し 、 し ば らく 押 和 を 行っ て 守 人 が な いと と を 
か め て か ら ご 使者 くだ さい 。 
天保 議 の た め 、 席 計る は 各 和 洛 人 のり 決 
に 説 っ て くだ さい 


頭 部 は 揺 ら さ な い 。 


に 間 が 伝わる よう な 
で は 人 し な いで くだ さい 、 


人 の 原 四 に な り ま = 


電源 コー ド 

引き 細 し の 確認 。 
思 芝 コー ド 上 に 本 人 や 
か 攻 ら な いよ うに ど 注 邊 くだ さ 
いま た 、 需 コー ド に スト レス 
が か か る よう な 机 ( 天 コー 
ド 人 引っ 天 ら れ た 状 面 で の 上 
や 天 コ ー ド を 無理 に 后 げ て し 
まう よう ち 設 ) は し な いで くだ 
で い - 皿 や ショ ー ト 、 全 志 
思 "時 炎 の 原田 に な り ます 


ーー 
必ず 床 面 を 保護 する 
付属 マッ ト を 敷く 。 
人 人 陣 の た 、 本 二 の 下 に 


は 人 必 マ ッ ト を 歌い て くだ 
きい ーー 


お 子 様 に は 
使用 させ な い 。 


USNStdizi3 お 4 


ーー 
| 小さ な お 子 様 や 
| ペッ ト の いる 場所 で 


| の あ は お 子 が 館内 と し 
で 全 有 し な いよ うど 注意 くだ さい 
aaaecsaerawkcstx 


あぶ な い ! 動作 中 の 
本 体 に は 触れ な い 。 
| Bt ネル 
| 2 の に 和 れ な いで くださ い 、 
| の に は 的 に を 信 れ 
CS 


Aa な NO す Ak な せ 電 


各部 の 名 称 部 材 及び 付属 品 


四 如 材 及 び 付 属 品 極 を あけ まし た ら 、 め ず 各 和 品 ・ 人 


が 首 っ て いる と と を ご 科 隊 く だ さい 。 


3 コー ド ロコ ント ロー ラー ロ W4 衝 池 X2 本 
ロ エ ッ ササ イズ バン ド X2 本 ーッ ド 


作 パネ ル 


バン ドル 


ウサ サイ ズバ ン ド 
0 フッ ク 


本 体 メイ ンス イッ チ 
本 体側 プラ 寺泊 ブ ラグ 
@ ず 休 画 を 保 誠 す る 付 必 マット を い て くだ さい 。 


また 、 和 社 で は 付属 マッ ト 以外 に も 、 床 画 を 促 陣 する エク ササ イズ ブロア マッ ト を 馬 売 し て お り ま す の で 、 お 買い 上 げ 
いた だ いた 貼 ま た は 算 社 あ スタ マー サー ビス 陸 ま で お 問い合わせ くだ さい 。 


サー イーズ:We7sxD375xH125 mm 

抽 生 ( 重 芋 ):125kg 

円 :AC100V 507sOHz 

日 100W 

定格 時 間 :10 分 

手動 本 (上 下 ) : 約 200 ご 400 回 入 

圭 な 材質: ス テー ル 、ABS 0 ロニ 0 プ タツ エ ッ チ レン 有人)、PVC (きり ビニ の 、 
PP (K り 7nE し )、 ラ テッ クス 、EVA シン ビニ と コー) 

生産 


操作 パネ ル ・ コ ント ロー ラー 


拘 仙 本 体 の 失 作 パ ネル また は コン トロ ー ラ ー で 行い ます 


人 LE タイ マー を し ます | 人 


の 原 国 に な りす 


・ ボ タン 近作 妥 以上 に 了 く 寺 さ な い 
で くだ さい 。 旨 の 因 に な り ます 。 


プロ グラ な 示 語 机 ) 和 


R さ た プロ グラ ム モー ド が 和 の 和 (1 一 16) を 
JL ま か 表し ま か 


4 


タイ マー の 多 り 時 間 を 表示 し ます 
0 に な る と 邊 人 し ます 


225 な 


コン トロ ー ラ ー 愛 光 


GEzscW*sz) (⑤ q>tn- ラ ck ⑲ ⑨⑯ ⑨ の ) 
フロ グラム モー ド 1ー4 の を いま た 


② て タイ マー タン ) 


gzta-5-ee 国 ) 


タイ マー 設定 を 行い ます 
フロ グラ ム モ ー ド 1:1 分 10 分 
フロ グラ ム モ ー ド ラー4! 5 分 ご 10 分 


@ Gscizhzzg$2 (や (zha-s-eu 編 ) ) 


本 り 同 寺 、 全 上 を 行い また 


@C- 半 m# タ ン ) いつ / ロン トロ ー ラ ーA 人 補 ) 
の 了 の を 行い まれ (1 6 央 


コン トロ ーー は 
人 近作 

の コン トロ ー ラ - 
四 滞 に 向け て 
拉 人 し て くだ さい 


ー を 入れ る と 、 
肌着 し て 折 作 
る CET まま 


と の コン トロ ー ラ ー は 単 4 間 池 大 を 使用 し ます 


コン トロ ー ラ ー 齋 の 電池 フタ を スラ イド させ て 降 け 、 電 池 ボッ クス の 和 
に 信 わせ て 、 和 を 2 本 セッ ト し て くだ さい 、 


| 人 …ー) 和 し く か くだ きい 、 財 X5 と 
コン トロ ー ラ ー が 引 喧 する お それ が あり ます 


に 聞か ら 付い て いる 字 は テス ト 用 の た め 、 
若 し い 還 玉 に べ 科 硬 が わずか し か ありま せん 。 
人 用 和 に は 落し を 且 入 し て くだ さい 。 


タス 


ツー ロア YU ・ ミ > 


使用 手順 azuyayesereeniare armmemmysnmzhorrsemcfet ) 


人 用 手 因 に 錠 、 運 動 を 行っ て くだ さい 。 
を 入れ る 
村 コ ー ド oiR6| ブ ラグ を 人 拓 ブ ラ グ ま ペロ に 符 和 みう 、 (2 が 上 人 S れ て いる と と を ご 和 くだ さい 


ラダ を コン キン に し A み また 

人 等 千 

VnGVo コ シ m ン hg し ACF 

DOCKTYCCYE ゲ NNN 
Mtea 

BOK 
9 

Fa2>ha 
09 
eS 

5520yewaEaLaACCE 


お メイ ンス イン チ を O MELg ナ 
(ON は 穫 で は 性 メイ ンス イッ チ が し ます 
2 本 休 に 和 る 


人 和男 上 に 基 り ます 。 
人 は に か サ て くだ さい 


上皇 人 、 和 の 峡 で は 拓 の 人 わり 小さ で 
に 足 を 広げ て いて と 宣伝 わ りな 大 きく な りほ 


2 ウー ロー・eameni 
の の PH 
ae 較 )oe 
eee 

>msoci2We 

BN 

2 に UE 
2 の TSM 


が し キ | 
舞台 和 き を の で ご 注 間 く だ さい 


の の ae Aya 
we が で きま (16 遇 
パネ ル の 表地 が され 


で k 人 cwwrcfuLzrwem2 タ fARoEn4mWeH= か 
で Wet、 メス イチ 6rFhLty5m222=to ト 5Rt く Ke 


動作 モー ド の 種類 ・ 運 動 の が ポジション ・ エ クサ サイ ズバ ンド の 脱着 


還 動作 モー ド の 種類 
「 ワ ログ ラム 切替 ボタン] で 選択 で きる 動作 モー ド は 、 以 下 の 4 和 押す お 好み に 合わ せ て お 遅 びく だ さい 。 
フロ 22csーFT * フ ロッ ラム モー ド ュ 
の で 人 し ます 『Y” に 証 を 上 お 和 放し や オ い よう 、 ビ ー ク 時 
ER は まり 抽 遂 和 で 和 ます: 時 上 ずつ を 


半 HH や KO[5 そ タン で ICM を で きま | 下げ て クー ル ダ ウン し ミナ や シェ イプ アッ ブ し た 
に オス メメ モー ド で 


ーー 中 補 を 10 人 9 ーー* 910 分 0 


フロ 2csーFa フロ クラ ム モ ー ド 4 
の 量 を つけ た イン ター ババル トレ ー ニ ング で オド し チ つ 和 委 を 上 げ s ど と を コー ス な の で 、 

に 拉 宮 の メリ ハリ を つけ る こと で 、 休 カッ ラプ を 息 | 年 肥 の 押上 和 に 全 半 な モー ド で 

ヨー ス で 電動 に 全 れ だ 、 価 カ ア ァ フ し 

エー ド で た 


ーー (9 定 半 了 を 10 分 ーーーーーーー* 時 ( 持 を 10 分 
ご 上 身体 に 合わ 振動 作 モー ド を お 通 び くだ さい 。 
男 運動 の ポジション 

上 下 折 生 の 場合 、 尋 動画 の 中 半 ほ ど 拓 動 の 伝わり が 
まく 、 左 右 に 上 広げ て いく に つれ 地動 の 伝わり が 大 
きく な り ます 

肪 の レベ ル に 合わ せ で て 、 ポ ジ ショ ン を お 過 び くだ さい 。 


あやの 
CE さい 


還 エク ササ イズ バン ド の 脱着 
本 体 記 の エク ササ イズ バン ド 取 付 フ ッ ク に 付属 の エク サナ イズ パン ド を 取 侍 ける と と が で ます 
エク ササ イズ パン ド を 合用 し た 運動 方 法 よ り ペ ー ジ を ご 算 く だ さい 、 


人 人 9 ク リツ イズ バン ド で 本 する 6 のみ て くだ さい 。 
タバ PHN な い よう フッ ク の 
2 が 22 キ 

ズ な どか な いて と を 時 時 くだ さい 
で エク ッッ インド 5 の も のり 5 で くだ S、 


の エク サリ イズ バン は 泊 で 
お 琶 に も より ます が 、 エ クサ サイ ズバ ンド の 人 中 朗 は う 年 です | ンー 
も 2 イ スパ ンド な どの あり を し たら 。 5 に 人 を スッ 

さい その 合用 を 二 サ と 還 なのに な りす 。 | パン ド 区 人 プン 
RE 和え 2 マー サー ビス を 58 せく だ さい | ノッ ッッッ 


at 全 ・ 油 9 メー 


FE 王 人 お 語り 大 も も の エク ササ イズ 
き を 休 し て 立ち ます 。 


さっ か 計り ます を げす 
1 っ 『6+ が 用 れ で し = い 、 
0 Natb ら る の で 、 が し 
Na 


も も と お 原 の エ クサ サイ ズ | 


を と し て 中 の 芝 を と り ます 。 


で し っ か 9 ます 
HG いよ うに ほし てく BS 
にかけ イー ジ で と し ます 


EE 守 計 な tt < ぎの ェ ッ サ ナイ ズ 


本 人 下面 に を 向け を 生き て 、 提 を 
人 ば し て m ち ます 


の 訂 に を て ES 
DK に Ah で 計れ 


EE 介 = に At mmo= ッ サッ イズ 


に お を と し 、 計り 
その EEK て CC 。 


一 

EAI な の ます の で の し 
3 を 上 CGC 
JBL っ な fgL ま り 、 


本 E 朗 cm =ooro9 ッ イズ 


本 人 に 手 を つき 、 や や ます 。 
ひば を 宝 に つけ 、 陸 を ツ し 且 か し ます 。 


= 

EEEYP 二 の 
McCFa。 
CURVET PS 


に 


中 


に まり 、 木 人 正 末 で を せま す 。 


に 大 も も - ぶ くら は ぎの = クサ サイ ズ 


て 基 (3 ン 2 
CE 
TTP 


| 体 許 EX 大 "有人 科 の エク ササ イズ 
を 本 人 に 球 せ 、 耳 た を 億 ば し 有 で 欠 で の 


FFP 
【 
男 Ms 


| 
NeW か を た か を ルイ 
WS クチ ん な を を いて お SU 


CCEau。 ご 6 ェ ク ササ イズ が 
計っ て ha て GEat 


37 = に ふく も は き - た も も 信介 の エク ササ イズ 


が り 再 を 本 人 に 玉 せ て 、 隊 を 上 に 消 か し ます 。 
その 了 、 本 を 店 ば て を 到 え て くだ きい 。 


NN。 


TOTPTTTN 和 


MM 


WW を 


Fe す で が ラ ダ を えて ES 
SAGEYETIS 
(エク ササ イズ パン ド の 使用 方 法 
コラ ティ イズ ルン は の 和 し つかり 
06 い 和 ごく だい 。 ニク サリ 
3 じ は 導い か る めく 

の 人 レベ 

che 

クサ ナイ ズバ ンド まり する 
人 は に お や の TS 


し 1 


e を 少し お 秋 させ る と さ は 、 本 人 な か ら ハ ンド ル を 引き @ 本 人 を 持ち 上 げ る と さ は 、 本 人 左右 の 本 体 持 ち 手 を 二手 
し . 付 届 マ ッ ト の 上 で ゆっ くり と 動き させ て くだ さい で し っ か り と 圭 っ て くだ さい 
持ち 上 げた 角度 に よっ て は 、 本 人 末 や ゴ ム 虹 が 床 財 を 
すり ます の で 、 必 ず 付 属 マ ッ ト の 上 で 動き せ て くだ さい 


バン ドル 


は 、 み ア W タ コー ド 


ER 
HHRHYHDRD rem マット の 


長期 に わた り ご 便 用 いた だ く た め 証 基 釣 に 放 と な 手入れ を 行っ て くだ さい 。 
本体 や コン トロ ー ラ ー を や 江 誠 な どの 流体 で 清 ら さ な いで くだ さい 。 


5 れ た 電 合 に は 、 間 いた 医 ら か いで 幸せ と っ て くだ さい 浩 れ が 落ち な い 電 合 な 、 中 信 列 の うす め 六 を 系 ちか い 邊 に 
うけ て 授 き と っ て くだ さい . シン ナー 系 や 系 の い 活 刑 で の お 手入れ は お や めく だ さい 。 


故障 か な ? と 思う 前 に 


まず は 下記 の 項目 を ご 確認 くだ さい 。 


チェ ッ ク 箇 所 
tml ア ラグ HI コー ド の 人 プラ グ が まで 条 し 入れ て いま すか 
ラグ を コン セン し を れ で いま すか 
メイ ンス イッ チ を ON に いて いま すか 7| 
で コン トロ ー ラ ー な EL な コン トロ ー ラ ー を バネ ル の コン トロ ー ラ ー 受 に 和 け で 村人 され て いま す お 2 
ロコ ント ロー ラー の 当代 し く セ ッ ト し て いす すか 1 
0 コン トロ ー ラ ー の 二条 し い に 天台 し て くだ さい 
で 5 が 珠 G5 れ る 滞っ た 人 本 の むけ 方 を し て いま せ ム お 本 中 に ド 胡 や が る よう に っ て くだ さい 
りお に 必 じ 5 れる 


本 馬 マ ッ ト が 表 か れ て い を すか 7 仏画 とまっ て 革 が する 洛 が お りす 
4 人 の 有 に 欠 て いる も の は あり ませ ん か か 


OS 
SH ば 9 ・8 和 


上記 の 時季 を っ て も 放 ら な い 電 人 、 ま た は その 伏し た 本 に はお 手数 で ナ が スタ マー サー ビス 財 ま で か 電文 は 
FAX で その 人 を 人 えて くだ さい いそ の 陽 、 上 22tO 史 ポイ ント を さ て RC 井 が あり ます な ご 才 り 怖い し ます 


お いき わせ は カス タマ ー サ ービス 可 【 仙 0120.30-4515 
IoD-PVtOD 人 し 、PVI200-1 OOA び 日 挫 く ) ま で 
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